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計算した単位体積あたりの含水率 2）を図3に示す。残留ひずみ 0.20 
y=Oと比較すると y= 0.121やy=0.054は含水率が高くなったo
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していると考えられる。y=0.121とy= 0.054の比較では、 y= o.oo O 15 30 
0.054の方がやや高い傾向にあった。微細なひび割れが多い y= 











また、残留ひずみが大きくなるにつれて、 x軸方向の位置によ 0.20 
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